
▲上空から見た大島村の風車�

▲高岡隊員による平戸未来劇場（※）の様子�

▲まちづくりについて説明する細谷隊員（写真上左）�

総務常任委員会�
委員長…田島輝美　　副委員長…大久保堅太�
委　員…住江　夫、松　　清、山　一洋、　住威三美�

委
員
会
開
催
日
　
３
月
14
・
15
日�

（
文
責
・
田
島
輝
美
委
員
長
）�

　
今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
承
認
１
件
、

議
案
22
件
で
、
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
承
認
お
よ
び
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
特
に
審
査
の
中
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

（
【
　
】
）
は
所
管
課
名
）�

�

●
議
案
第
４
号
「
平
戸
市
平
戸

　
市
役
所
駐
車
場
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
」�

�

　
市
役
所
駐
車
場
の
目
的
外
駐
車

や
長
時
間
駐
車
等
を
解
消
す
る
手

立
て
と
し
て
、
市
役
所
利
用
者
以

外
に
対
し
、
市
役
所
玄
関
前
駐
車

場
お
よ
び
第
２
駐
車
場
の
有
料
化

を
図
る
。�

　
第
２
駐
車
場
と
公
用
車
駐
車
場

の
一
体
化
や
立
体
駐
車
場
化
に
よ

っ
て
駐
車
台
数
を
増
や
す
考
え
は

な
か
っ
た
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

一
体
化
は
、
駐
車
場
間
の
高
低
差

解
消
に
費
用
が
生
じ
る
こ
と
、
立

体
駐
車
場
化
は
、
平
面
駐
車
場
に

比
べ
て
場
内
が
暗
く
な
る
た
め
高

齢
者
等
の
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
、
各
階
に
車
両
の
昇
降
移
動
ス

ペ
ー
ス
を
一
定
必
要
と
す
る
た
め
、

見
込
む
ほ
ど
の
駐
車
台
数
が
確
保

で
き
な
い
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、

出
入
庫
口
の
改
修
に
留
め
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。�

　
本
委
員
会
は
、
駐
車
場
の
整
備

が
、
慢
性
的
な
駐
車
場
不
足
の
打

開
策
と
な
る
よ
う
に
、
庁
舎
玄
関

周
辺
で
の
公
用
車
駐
車
に
も
一
定

の
ル
ー
ル
を
設
け
、
モ
ラ
ル
に
反

し
た
駐
車
を
抑
制
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
求
め
た
。�

【
総
務
部
総
務
課
】�

�

●
議
案
第
31
号
「
平
成
28
年

　
度
平
戸
市
一
般
会
計
予
算
」�

�

▼
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
緊
急

　
対
策
事
業�

　
自
治
体
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
分
割
す
る
こ
と
に
よ
り
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
し
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
向
上
を
図
る
。�

　
本
委
員
会
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
運
用
に
関
し
て
は
、
個
人

情
報
の
漏
洩
問
題
等
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
個
人
情
報
の
保
護
対
策
に

つ
い
て
は
、
早
急
か
つ
万
全
の
対

策
を
講
じ
、
市
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
よ
う
求
め
た
。�

【
総
務
部
行
革
推
進
課
】�

�������

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

　
用
離
島
活
性
化
事
業�

　
大
島
・
度
島
・
高
島
地
区
に
お

い
て
、
離
島
の
特
性
を
生
か
し
た�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
地
場
産
業

の
振
興
、
ま
た
、
格
差
是
正
を
図

る
た
め
に
、
（1）
交
通
体
系
の
整
備�

※
そ
の
時
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
映
画
を
観
て
、
問
題
点
等
に
つ
い
て
協
議
・�

　
実
践
す
る
場�

に
関
す
る
事
業
（2）
地
場
産
業
の
振

興
に
関
す
る
事
業
（3）
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（4）
次

代
を
担
う
人
材
育
成
に
関
す
る
事

業
の
４
事
業
に
対
し
助
成
を
行
う
。�

　
事
業
の
窓
口
は
、
大
島
地
区
の

事
業
に
つ
い
て
は
大
島
支
所
が
担

当
し
、
度
島
お
よ
び
高
島
地
区
の

事
業
に
つ
い
て
は
本
庁
企
画
財
政

課
が
担
当
す
る
。�

　
本
委
員
会
は
、
離
島
に
は
避
け

ら
れ
ぬ
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
と
承
知
す
る
と
こ
ろ
で
、

本
事
業
が
大
島
・
度
島
・
高
島
地

区
の
地
域
生
活
お
よ
び
産
業
振
興

に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
ま
ず
は
３
地
区
に
お
い
て

制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る
よ
う
求

め
た
。�

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】�

�

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
事
業�

　
事
業
に
は
、
行
政
が
求
め
る
「
ま

ち
づ
く
り
業
務
」
と
、
隊
員
が
描

く
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
に
乖
離

が
生
じ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。

　
委
嘱
す
る
仕
事
の
内
容
に
相
互

理
解
が
乏
し
い
こ
と
や
配
属
の
部

署
や
地
域
に
お
い
て
受
入
れ
体
制

が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と

が
継
続
し
た
委
嘱
に
繋
が
ら
な
い

一
因
と
な
っ
て
は
い
な
い
か
苦
言

を
呈
し
た
。�

　
本
委
員
会
は
、
本
事
業
が
目
指

す
と
こ
ろ
の
一
つ
に
「
定
住
」
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
受
け
持
つ

任
務
や
活
動
に
充
実
感
や
達
成
感

を
見
出
せ
る
こ
と
、
日
常
生
活
の

な
か
に
孤
独
感
・
疎
外
感
を
拭
い

去
る
よ
う
な
人
間
関
係
と
生
活
環

境
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
須
の
条

件
と
な
る
。�

　
よ
っ
て
、
委
嘱
業
務
に
つ
い
て

再
度
明
瞭
に
示
す
と
と
も
に
、
職

員
と
地
域
住
民
双
方
の
生
業
・
起

業
に
向
け
た
協
力
・
支
援
と
地
元

に
溶
け
込
む
応
援
を
惜
し
ま
ず
、

細
や
か
に
継
続
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
よ
う
求
め
た
。�

【
総
務
部
地
域
協
働
課
】�

�

●
議
案
第
６
号
「
平
戸
市
長
、
副

　
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
給
与
お

　
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て
」�

�

　
同
条
例
の
第
３
条
に
掲
げ
る
給

料
を
、
市
長
に
つ
い
て
は
月
額
71

万
２
千
円
を
80
万
９
千
円
に
、
副

市
長
に
つ
い
て
は
月
額
59
万
８
千

円
を
66
万
４
千
円
に
、
教
育
長
に

つ
い
て
は
53
万
５
千
円
を
59
万
４

千
円
に
改
正
す
る
。�

　
審
査
に
あ
た
り
県
内
自
治
体
の

特
別
職
給
料
一
覧
の
提
示
を
求
め
、

人
口
規
模
や
財
政
規
模
ま
で
を
含

ん
だ
と
こ
ろ
で
時
間
を
か
け
た
審

議
を
行
な
っ
た
。�

　
何
を
も
っ
て
増
額
改
正
を
妥
当

と
す
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

議
員
、
特
別
職
、
一
般
職
の
報
酬

お
よ
び
給
与
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
の
財
政
危
機
宣
言
を
機
に
、

そ
れ
ぞ
れ
減
額
お
よ
び
削
減
を
し

た
も
の
の
、
特
別
職
を
除
く
議
員

お
よ
び
一
般
職
に
つ
い
て
は
既
に

元
の
額
に
戻
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
特
別
職
の
給
料
月
額
を
県
内

他
市
と
比
較
し
た
と
き
、
相
当
下

位
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。�

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
、

合
併
算
定
替
え
の
終
了
や
国
勢
調

査
の
人
口
減
が
及
ぼ
す
影
響
等
々

を
考
慮
し
た
と
き
、
財
政
運
営
は

今
後
も
楽
観
視
で
き
な
い
と
意
見

し
た
。�

　
さ
ら
に
、
現
在
支
給
さ
れ
て
い

る
特
別
職
給
料
月
額
は
、
条
例
の

定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
減
給

さ
れ
た
額
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、

改
正
額
に
明
確
な
積
算
根
拠
が
な

い
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。�

　
審
議
を
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

つ
い
て
も
一
定
尊
重
を
す
べ
き
と

の
見
解
に
達
し
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。�

　
な
お
、
議
案
第
６
号
に
は
付
帯

決
議
案
の
提
出
が
あ
り
、
賛
成
多

数
で
『
今
後
、
人
口
減
少
の
抑
制

や
本
市
の
第
一
次
産
業
な
ど
が
衰

退
し
な
い
よ
う
な
市
政
運
営
、
雇

用
や
定
住
促
進
に
努
力
を
行
い
、

ま
た
、
継
続
的
な
行
財
政
改
革
を

行
な
っ
て
も
財
政
事
情
が
厳
し
い

状
況
に
な
っ
た
と
き
は
、
再
度
給

与
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
』
を
付

帯
決
議
し
た
。�【

総
務
部
総
務
課
】�
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備考�
　１　「普通自動車」とは、道路交通法施行規則（昭和35年総理府令第60号）第２条に規
　　定する普通自動車であって規則で定めるものをいう。�
　２　「自動二輪車」とは、道路交通法施行規則第２条に規定する大型自動二輪車及び普
　　通自動二輪車をいう。�
　３　「原動機付自転車」とは、道路交通法（昭和35年法律第105号）第２条第１項第10
　　号で定めるものをいう。�
　４　「自転車」とは、道路交通法第２条第１項第11号の２で定めるものをいう。�
　５　「開庁日」とは、月曜日から金曜日までの日をいう。ただし、平戸市の休日を定める
　　条例（平成17年平戸市条例第２号）第１条第１項第２号及び第３号に定める日を除く。�
　６　「閉庁日」とは、前号に定める日以外の日をいう。�
　７　普通自動車の駐車時間が午前８時又は午後６時（開庁日に限る。）の前後にまたが
　　る場合において、当該時点をまたがる30分又は１時間については、利用者の区分に応
　　じ、次に掲げる使用料を徴収する。�
　　(1)　駐車時間が午前８時の前後にまたがる１時間　閉庁日の使用料。ただし、駐車時間
　　　が午前８時に到達した時点で、閉庁日の24時間までごとの上限額に達している場合
　　　は、午前８時までは閉庁日の使用料を、午前８時以後は開庁日の使用料を徴収する。�
　　(2) 駐車時間が午後６時の前後にまたがる30分　開庁日の使用料�

車輌の種類� 日� 区分�

市役所の�
利用者　�

市役所の�
利用者　�

開庁日�

閉庁日�

午前８時から午後６時ま
では、最初の60分を100
円とし、以後60分ごと
に100円を加算する。�
午後６時から翌朝８時ま
では、最初の60分を100
円とし、以後60分ごと
に100円を加算し、最大
で500円とする。�

使　用　料�

平戸市役所駐車場� 平戸市役所第２駐車場�

無料� 無料�

午前８時から翌朝８時まで
は、最初の60分を100円と
し、以後60分ごとに100円
を加算し、最大で500円と
する。�

無料� 無料�

市役所の�
利用者　�

無料� 無料�
自動二輪車�
原動機付自転車�
自転車�

全日�

市役所の�
利用者以�
外の者　�

市役所の�
利用者以�
外の者　�

普通自動車�

午前８時から午後６時ま
では、最初の60分を200
円とし、以後30分ごとに
100円を加算する。�
午後６時から翌朝８時ま
では、最初の60分を100
円とし、以後60分ごとに
100円を加算し、最大で
500円とする。�

午前８時から翌朝８時まで
は、最初の60分を100円と
し、以後60分ごとに100円
を加算し、最大で500円と
する。�


